
結実に花粉が必要かを明らかにするために、まず

雌株の開花前に花房全体に乳白色の袋をかけると、

全く結実しなかった。満開から約１カ月後に花をよ

く観察すると柱頭が伸びたままの状態で、実の部分

が発育していなかった。恐らく、花粉が来るのを待

っていたまま、結実しなかったのであろう。このこ

とから、結実には花粉が必ず必要であることが分か

った。

次に、虫が出入りできない程度の２～３㎜目の網

で樹全体を覆ってみると、わずかではあるが結実が

認められた（写真２）。２カ年の結果であるのでほ

ぼ確実であろう。網をかけることで風通しが悪くな

るものの、風により花粉が飛んできて結実したと考

えられる。しかし、当センターの果樹園では雄株を

栽培していないので、花粉がどこから飛んできたか

は不明である。恐らく、近くの野生の雄株のサンシ

ョウから花粉が飛んできたのであろうが、野生の雄

株はそれほど無いのに、交配できるとは不思議であ

る。

しかし、開花時期に雌株を観察してみると、盛ん

にミツバチやアブ等が花房にたかっているのを見か

ける（写真３）。実際にはこれら昆虫が花粉を運ん

でいるかも知れないが、まだ確証はつかめていない。

「アサクラサンショウ」の結実の謎は深まるばか

りである。
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写真１　雌株（左）と雄株

写真２　袋掛けをすると結実せず（左）
網を掛けると４～10%程度結実した（右）

写真３　開花時に見られる訪花昆虫


